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大学院医歯学総合研究科・口腔生命科学専攻は

平成20年度文部科学省事業「大学院教育改革支援

プログラム（いわゆる大学院GP）」に採択されま

した。歯学部・口腔生命科学専攻にあっては、平

成17年度の大学院教育イニシアチブ（平成18年度

まで）、平成18年度の特色ある大学教育支援プログ

ラム（平成20年度まで）に続き３件目の獲得とな

り、学部教育から大学院教育にわたるGP を採択

しているのは本学でも歯学部だけであります。今

年度、医療系には全国から65件の応募があり、15

件の採択（採択率23％）でした。

「新時代の大学院教育」（平成17年９月５日中央

教育審議会答申）で「大学院教育の実質化（教育

の課程の組織的展開の強化）を図る」ことが提言

され、文部科学省では平成18年度から５年間の体

系的・集中的な取組計画「大学院教育振興施策要

綱」（平成18年３月30日）を策定されています。こ

の中には「グローバルCOE プログラム」が含ま

れており、その獲得に向け、各大学が努力してい

ることはマスコミにもよく取り上げられています

ので、ご存じの方も多いことと思います。「グロー

バルCOE プログラム」が、我が国の大学院の教

育研究機能を一層充実・発展させるため、国際的

に卓越した教育研究拠点の形成を行っていくプロ

グラムであるのに対し、「大学院教育改革支援プロ

グラム」は、大学院教育の実質化（教育課程の組

織的展開の強化）を推進することを目的として、

大学院博士課程・修士課程を対象とした優れた組

織的・体系的な教育取組に重点的な支援を行うも

のです。

今回、私どもが申請・採択されたプログラムは

「プロジェクト所属による大学院教育の実質化」で

あります。新潟大学大学院医歯学総合研究科・口

腔生命科学専攻は、「口腔科学に関する教育・研究

に取り組み、自ら研究課題を開拓し、独創的な研

究を遂行する能力のある研究者及び科学的基盤を

もち超高齢社会で指導者となる高度医療専門職業

人を育成する」ことを目的として設置されました。

本プログラムは高度医療および保健指導を推進で

きる専門的医療職業人の育成という人材育成目標

達成のため、生命科学研究の基礎的知識、国際化

に必要な英文読解・執筆能力、歯科医学の学際的

理解・応用力、専門医取得につながる歯科臨床技

能、教育・研究者としての基礎能力、リーダーシッ

プに関わるマネジメント、コーチング能力を身に

つけさせることを目的として立案されました。

現行の大学院カリキュラムは研究科の理念・目

標の下、立案、運営されていますが、その教育内

容・方法は各指導教員にゆだねられ、いわゆる徒

弟制度的な教育システムで、学生主体というより、

どちらかといえば教員主導型の教育システムでし

た。近年の歯科医師臨床研修の必修化により、医

歯学総合研究科・口腔生命科学専攻の入学希望者

のほとんどが臨床志向となり、これを大別すると、

①大学等の教育研究機関や国際・地域歯科保健機

関で歯科医療・医学のリーダーとして自立できる

ことを望む学生と、②臨床研修に継続した一般歯

科医師として必要な特定分野の教育を望む学生と

なっています。特に社会人入学をする学生は②を

希望してくる者がほとんどであります。本プログ

ラムでは専攻設置の目的である「科学的基盤をも

ち超高齢社会で指導者となる高度医療専門職業
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人」の育成を目指すために、口腔生命科学専攻内

に大学院カリキュラムの立案・実施・管理および

教育指導体制を構築する大学院教育開発センター

を設置し、このセンターの一元管理のもと、大学

院歯学教育の実質化を図ります。すでにこのセン

ターは設置済みで、特任准教授１名、特任助教２

名および非常勤事務職員を配置するとともに、教

授会で選出された教員がその任にあたっていま

す。本プログラムでは、教育課程を、①研究者並

びに歯科医療・医学の指導者養成を目的とする少

人数の学生向けの新教育課程である「リーダー養

成コース」と、②従来型教育課程を基盤とした「主

専攻展開コース」に分け、学生の所属を、教員個

人指導になりがちであった分野所属型から本専攻

で推進している３大研究プロジェクトチームと

し、ここで複数の指導教員による学際的教育を推

進することとします。これらのことは現在専攻内

で学際的に行われている研究活動を大学院教育と

リンクさせ、大学院教育の組織展開をはかること

を意味します。

本教育課程は、基礎学力と基本技術の養成を目

指したコースワーク、英語教育、基礎特別演習か

らなる初期教育課程（両コース共通）と両コース

共通科目とコース独自の分野横断的（学際的）な

講義・演習を展開する後期教育課程から構成する

こととしました。初期教育課程が修了後に指導教

員チームを作成し、研究課題を決定したのち、学

生の希望と指導教員の協議により、個別カリキュ

ラムを編成します。カリキュラム編成にあたって

は大学院教育開発センターの助言のもと段階的履

修が可能な個別のカリキュラムとします。講義・

演習のカリキュラム編成の基本は基礎・臨床融合

型、学際的教育内容とし、プロジェクト研究チー

ム所属教員が講義・演習を行うこととしています。

また、従来の大学院教育で欠けていた、総括的

な臨床技能教育を行い、その臨床実績の評価のた

めに、ケースごとのレポートの作成を義務づけ、

それを基礎資料として修了時に臨床能力を担保し

た認定書を授与することとしています。さらに、

TA・RA 業務を担わせることで教育・研究活動の

実績を積むことにより教育・研究者マインドを涵

養するプログラム、マネジメント・医療倫理・リー

ダーシップ・コーチングを主体するスキルアップ

プログラム、エクスターン支援プログラムを準備

し、幅広い知識の涵養をはかります。これらのプ

ログラムに参加することによるポイントに加え、

教育経験、臨床経験、研究成果からなる蓄積ポイ

ントにより学位論文を提出できる権利を獲得する

Doctoral candidate制度を導入することと

します。その後、Doctoral candidate は公

開による予備審査を経て、学外協力者を含めた主

査・副査による学位審査を受け、学位の授与とな
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るカリキュラムを考えています。また、これまで

学部教育中心に活動してきたFD を、その内容を

大学院に特化したものに転換するとともに、FD

委員、教員のスキルアップをはかりたいと考えて

います。本プログラムの特色として、

①大学院教育開発センターによるカリキュラム開

発、到達目標の設定、成績管理を含め大学院教

育の一元管理

②学生の配属を教員個人の指導になりがちな分野

所属型からプロジェクト所属とし、複数指導体

制による学際的教育の実施

③コースワーク、英語教育等の基礎教育の充実に

よる基礎学力と基本技能の養成

④TA・RA 経験、スキルアッププログラム、臨

床実績をポイント化し、履修状況とともに判断

し、学位論文を提出するための要件の規定

（Doctoral candidate）

⑤センターの下での厳格な成績管理ならびに公開

制を原則とした学位審査の実施

⑥認定医・専門医資格取得のための高度な臨床技

術のカリキュラム展開と実績による認定書の授

与

⑦学務情報システム「学生カルテ」によるポート

フォリオを用いた履修・習得状況の把握

⑧このプログラムは臨床志向の学生向けである

が、基礎研究者志向の学生、歯科医師免許を有

しない学生にも応用可能

があげられます。

この大学院教育支援プログラムはかなり高額な

財政支援を受けることができますので、大学院教

育環境の充実、大学院学生への経済支援を行える

と考えています。研究科歯学系教授会としては、

新たなコースワークの設置を含むカリキュラム開

発に着手しており、医歯学総合研究科・口腔生命

科学専攻の教育の高度化・実質化を図りたいと考

えておりますので、教職員のさらなる協力、また

大学院学生諸君からの貴重な意見をお願い致しま

す。なお、大学院教育改革支援プログラムのホー

ムページも立ち上げています（http://www.

dent.niig ata-u.ac.jp/daig akuinGP/）。
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